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(1)

新入社員を取り巻く環境と特徴



(C) 2023 Link and Motivation Group

時代の変化と組織形態の適応

時代に合わせた人事施策を考える際には、市場環境と組

織形態をそれぞれ連動させて捉えることが大切です。ま

ず、市場環境はこれまでとは違い、飽和状態のマーケッ

トが多く不確実性も大きいものになっています。その中
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では、勝ち筋を徹底するために規律を軸とした、「ウォ

ーターフォール型」の組織形態ではなく、変化に対応し

ながら事業を推進できるような自律と変化を軸とした、

「アジャイル型」の組織形態が求められています。

▼ 世界経済政策不確実性指数の推移

1997年 2022年2007年 2019年

経営

ミドル

現場

経営

ミドル

現場

これまでの組織

ウォーターフォール型
（規律・統制）

変化に適応できる組織

アジャイル型
（自律・変化）

▼ 時代の変化に合わせた組織形態の変化



(C) 2023 Link and Motivation Group

企業が求める人材の変化

時代の変化が起こっている中で、企業が求める人材にも

変化が生じています。これまでは、用意されていた答え

を素早く、ミスなく実行する人材が求められていました

が、現在は不確実な状況の中でも「自ら答えを作ってい

ける人材」が求められています。加えて、企業が重要な
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課題であると認識している要素として、「新人・若手社

員の即戦力化」が挙げられます。

変化する環境に適応するために、企業は自ら答えを作っ

ていく人材を早期に育てることが求められており、その

ために効果的な人事施策を実行する必要があります。

自ら答えを作っていける人材が
企業から求められるようになっている

早期戦力化が重要な課題である
と答えた企業は全体の85%にのぼる

出典；JMAM. 8割強が「新人・若手の早期戦力化」を「重要な課題」と認識課題の１位は、「成長意欲を持ち、必要な経験を自ら開拓すること」.
https://www.jmam.co.jp/hrm/news/1278169_7494.html

▼ 企業が求める人材の変化



(C) 2023 Link and Motivation Group

働き方への意識の変化

一方で、近年は転職活動が一般化しており、一つの企業

で勤め上げるという意識は変わってきています。また、

若手社員は単に給与だけではなく、ゆとりや精神的な充

足などを求めるようになっています。この変化を受け、
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企業は従業員のウェルビーイングを重視することが不可

欠となっています。ウェルビーイングに焦点を当てるこ

とで、従業員の定着率を高めて、長い間活躍してもらう

ことができるようになるでしょう。

▼ 若手社員の働くことへの意識変化

出典：リクルート「若手の中途採用・転職意識の動向 【企業】社会人経験１年未満者の
採用企業は約８割 【20代転職者】ライフフィット×成長機会を求める傾向」

https://www.recruit.co.jp/newsroom/recruitcareer/news/pressrelease/2020/200219-03/

精神的なゆとりを求めて

出典：https://www.bizreach.jp/column/career-news-01/

転職希望者数

ゆとりなど精神的な充足を求める転職は当たり前になっている



(C) 2023 Link and Motivation Group

キャリア観の変化と背景

時代の変化に合わせてキャリア開発を行うためには、ベ

テラン、中堅、若手社員のキャリア観を踏まえた上で、

望ましいキャリア意識を醸成することが大切です。特に
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若手社員においては会社を活用しながら「自分らしさ」

を実現することができる機会を提供し、会社と個人の境

界を統合することが大切です。

時代背景 会社と個人の関係性

ベテラン社員
・環境変化が少ない
・終身雇用
・会社の中で競う

中堅社員
・環境変化が大きくなった
・終身雇用の綻び
・会社の中で意味を見出す

若手社員
・環境変化が大きい
・転職やリモートワーク
・広い範囲でキャリアを考える

会社と個人が
一蓮托生

会社と個人は
選択関係

会社と個人の
境界が曖昧

キャリア観

一社で勤め上げる

市場価値を高める

自分らしさを実現する



(C) 2023 Link and Motivation Group

キャリア観の変化と背景

ここまでの情報から、企業は若手育成を行うに際して、

商品市場からの要請である、「自ら答えを作る人材の即

戦力化」に対応する必要があります。また、これと同時
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に労働市場からの要請である「若手社員の特徴を踏まえ

た成長支援」との両立が求められています。この両立が

できるかどうかが、若手社員育成の鍵となります。

企業

商品市場 労働市場

自ら答えをつくる人材の
早期戦力化が重要に

若手社員の特徴を踏まえた
成長支援が必要に



（2)

若手社員の目指す姿と成長ステップ



(C) 2023 Link and Motivation Group

活躍している若手社員に見られる2つの特徴

若手社員の仕事と所属感に対する捉え方は、意義・目的

・手段の三段階に分けられます。この理解の深さは、社

員の活躍度合いと直接関連しています。意義のレベルで

仕事と所属を捉えている社員は、その仕事がもたらす広

範な影響と、チームや組織における自身の役割を深く理
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解しています。一方、手段のレベルで仕事を捉えている

社員は、日々のタスクの実行方法に焦点を置きがちで、

仕事の広範な意義や目的を見失いがちです。この段階で

は、社員の活躍度合いは低く、チームや組織に対する所

属感も限定的になります。

“仕事” の捉え方 “所属” の捉え方

その業務によって
実現したい事がある

何のための業務かを
考えられている

目の前の業務しか
考えていない

意義

目的

手段

会社を背負うつもりで
働いている

職場の一員として
実感している

自分の業務のことしか
考えていない

会社

職場

自分

活
躍
度
合
い

巻き込み型の行動が取れる

多くの社員が当てはまる

自己都合型の行動になる



(C) 2023 Link and Motivation Group

若手社員の活躍までのステップ

活躍する若手社員と、そうではない社員では、仕事、所

属に対する捉え方が異なります。企業は、現状の若手社
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員の現在地を把握するとともに、目指す姿から逆算して

育成していくことが求められます。

若手社員の状態

仕事の目的や協働を
意識するものの、

所属意識が持てていない

仕事の目的を常に考え、
職場の一員になれていると

感じている

仕事の意義を考え、
会社を背負う意気込みを持って

周囲を巻き込む

仕事を手段のみで捉えており
自分のことしか考えずに

行動している

仕事・所属
の捉え方

意義

目的

手段

会社

職場

自分

意義

目的

手段

会社

職場

自分

意義

目的

手段

会社

職場

自分

意義

目的

手段

会社

職場

自分

構造

対仕事 対組織

活
躍
度
合
い

巻き込み

協働

対話

断絶



(C) 2023 Link and Motivation Group

逆算型の育成ステップのポイント

仕事の意義を考え、会社を背負う意気込みを持って周囲

を巻き込むことができる若手社員は、全体の上位10％程

度だと言われています。この状態に至るまでに、どのよ

うなステップが必要であるかを考えて、施策を実行する
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必要があります。例えば、仕事の目的までは意識してい

るが、所属意識が持てていない全体の35％の社員に対し

ては、「受動」が「能動」に変わる“節目”を作ることが

育成のポイントとなります。

比率 仕事・所属
の捉え方

意義

目的

手段

会社

職場

自分

意義

目的

手段

会社

職場

自分

意義

目的

手段

会社

職場

自分

意義

目的

手段

会社

職場

自分

若手社員の状態

仕事の目的や協働を
意識するものの、

所属意識が持てていない

仕事の目的を常に考え、
職場の一員になれていると

感じている

仕事の意義を考え、
会社を背負う意気込みを持って周

囲を巻き込む

仕事を手段のみで捉えており
自分のことしか考えずに

行動している

全体の

上位10%

全体の

約25%

全体の

約35%

全体の

約30%

「自分→職場」に変わる

挑戦機会 が重要

判断軸がズレないための

予防策 が重要

「自らの行動や意志」
というリーダーシップの

意識の醸成

「周囲の期待と満足」
という協働の観点と

覚悟の醸成

「軸を持ちつつ確かめる」
という仕事の前提の

すり合わせ

育成ポイント 必要な観点

「受動→能動」に変わる

通過儀礼 が重要



(3)

若手社員を成長に導くフォロー施策



(C) 2023 Link and Motivation Group

テーマに沿って実践前の 捉え方・考え方の理解 と

実践した上での 軌道修正・能力向上 を施策に落とし込む

逆算型で捉える育成施策例

若手社員を望ましい状態から逆算して育成するためには

内定期間から入社後、配属後までで「捉え方・考え方の

理解」と「軌道修正・能力向上」の施策プロセスを整え
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ることが大切です。ここで大切なのは、最初から能力向

上に着手するのではなく、土台となる捉え方・考え方の

理解を促進するようにすることです。

継続的な

挑戦機会 が重要

マイナスに陥らない

予防策 が重要

「自らの行動や意志」
というリーダーシップの

意識の醸成

「周囲の期待と満足」
という協働の観点と

覚悟の醸成

「軸を持ちつつ確かめる」
という仕事の前提の

すり合わせ

育成ポイント 必要な観点

プラスに切り替える

通過儀礼 が重要

内定期間 入社時
配属後
3ヶ月

配属後
6ヶ月

継続
実施

・セルフコントロール
スキルの向上

・志望動機の確認
・キャリアの
歩み方理解

・職場メンバーからの
期待と満足の
認識すり合わせ

・報連相の実践練習
・職場との関係性の
作り方理解

・定期的な面談
・ストレッチアサイン

・意志の重要性理解
・「志」の言語化



(C) 2023 Link and Motivation Group

逆算型で考える育成施策例① 予防策を重視した企業の取り組み内容
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入社前から「軸」を意識し、業務に飲まれない力を身につけることで、

仕事の視野が狭まらないように先手を打つ。

若手社員の
モチベーション

内定がもらえて
嬉しい

新しいことに触れ、
意欲が高まる

仕事が思うようにいかず
隣の芝が特に青く見える

キャリアにおける陥りがちな状態の理解・
社会と自分を接続する「働く動機」（軸）の言語化

セルフミッション 企業ミッション

働く目的 実現したい社会

信念・価値観 目的

過去経験 仕事内容

働く
動機

困難な状況に前向きに取り組む
セルフコントロール力の向上

内定期間 入社時 配属後3ヶ月

働くイメージが付かず
不安が生じる

忙しくて
視野が狭まる

志望動機に立ち返る

他人

変えられないもの

過去

(自分の)
感情・生理反応

自分

変えられるもの

未来

(自分の)
思考・行動

VS

思考の切り替えの観点働く動機の言語化フレームキャリアの落とし穴・目指す状態

自分の軸 社会の軸

望ましい状態

自分の中にある
理想を追う

どこかにある
正解を追う

目指す状態から逆算型で育成施策を実施する際には、入

社後だけではなく、入社前からも取り組みを考えると効

果的です。入社前から自分がどう働きたいか、どのよう

にキャリアを充実させていきたいかといった「軸」を明

確にすることで、新しいことを吸収しながら、その動機

に立ち戻ることができます。

通過儀礼

予防策

挑戦機会



(C) 2023 Link and Motivation Group

逆算型で考える育成施策例② 成功体験を重視した企業の取り組み内容

入社後には、様々な新しいことに触れていきますが、そ

れを吸収するための土台となる考え方を持つ必要があり

ます。その観点を入社後早い段階で理解することが大切
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です。また、定期的に周囲からの期待や自分の経験を棚

卸することで、自信をつけることができ、自分らしさを

発揮しやすくなります。

主体的に行動し、成果を出すための観点・基準を持って仕事に臨ませ、

成功体験を生み出すための内省を支援する。

若手社員の
モチベーション

新しいことに触れ、
意欲が高まる

思うように
いかず苦戦

このままでいいのか
悩み始める

辛くはないけどつまらない

自分の領域を獲得して
自信を持つ

入社時 配属後3カ月 配属後6カ月

成果を出すための観点を意識して行動する

主体的に行動し、成果を出すための観点の理解・
実践を通じた基準のすり合わせ

自分の半年間の棚卸し・
成功体験創出に向けた捉え直し

期待度

満足度

弱
み

強
み

過剰対応無関心

同期や職場
メンバーからの
フィードバック

発信性

本働性
Say

目的性

効率性
Target

積極性

確動性
Action

受信性

協働性
Roleplay

主体的に行動するSTARの観点 主体性を発揮する3つのポイント

認知

判断

行動

今何が起こっているか、
周りの状況を把握する

状況を踏まえて何をする
べきなのか、判断する

価値創出のための
行動をする

周囲からの期待をすり合わせるフレーム

通過儀礼

予防策

挑戦機会



(C) 2023 Link and Motivation Group

逆算型で考える育成施策例③ 挑戦機会の提供を重視した企業の取り組み内容

若手社員が更に成長するためには、一定の挑戦機会とそ

れを認められる機会が必要です。まずは自分がどのよう

な状態になりたいかを明確にした上で、様々なことに挑
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戦できる機会を提供されることで、自分の挑戦が周囲に

影響している実感を得ることができます。その結果、リ

ーダーシップを発揮しやすくなるでしょう。

会社の将来を担う人材の育成に向けて

挑戦機会の提供と継続的な実践支援を行う。

若手社員の
モチベーション

頑張ってるけど
褒めて貰えない

節目を活用しながら
成長している

挑戦が周囲にも影響を
与え活躍し続けている

内定期間 継続実施入社時 配属後3カ月 配属後6カ月

思うようにいかず
苦しみ/悩む

大きな成果を出すための目指して欲しい基準の理解・
“志(意志)”の具体化・持ち続け方の理解

継続的なマネジメントからの支援・
リーダーシップ発揮に向けた意欲喚起

①目的

②影響力

③巻き込み

リーダーシップ発揮の3つの観点

通過儀礼

予防策

挑戦機会



社名 株式会社リンクアンドモチベーション (Link and Motivation Inc.)

上場市場 東京証券取引所  プライム市場 (証券コード：2170)

創業 2000年4⽉7⽇

資本⾦ 1,380百万円 ※2022年12⽉期

売上収益 32,776百万円 (グループ全体)  ※2022年12⽉期

組織に関すること、何でもお問い合わせください

問い合わせる

貴社に合わせて

最適なご提案を

させていただきます
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